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商工観光課

新規に必要な事業・連携が必要な事業

2

商工会議所、商工会との連携を密に行うこと。
空き店舗事業等補助事業の活用を図ること。
イベント等統一に向けて各種団体等に予告すること。
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氏名
産業部長役職

二次評価者コメント

関係団体との情報交換、協力体制の確立

資金就労支援、設立支援
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◇まつり関係については、整理統合を視野に入れ、関係団体間での協議の場を設ける必要がある。
◇商工会議所、商工会との連携を図りながら、空き店舗を活用した商店街の活性化、大型ショッピング店
の誘致などに取り組むことが必要である。

3 団体、イベントの補助事業が多いが、おおむね妥
当。

イベントの集客数は上回ったが、空き店舗対策は引
き続き続ける必要がある。

市内各地区の商店街は、賑わいを失い閑散としている。その
現状把握と今後について商工会議所、商工会と協議するこ
と。
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基本施策への貢献度

諸施策を検討する。

評価

二次評価

５：非常に高い　４：高い　３：どちらともいえない　２：低い　１：非常に低い

評価

雇用の拡大、起業の進出

判断理由
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☆

片上商店街の活性化

一次評価

玉垣 和志

イベントによる集客数は達成している。しかし、経営相
談回数並びに事業所数の減少には、歯止めの対策が必要
と考える。

3

商工会議所、商工会等関係団体との連携を図り

2

イベントに対する事業構成は適当と考える。しかし、商
業に対する施策が薄いため、見直しが必要と考える。

イベントに対する目標達成はほぼ達成可能と考える。
経営相談回数は、事業所数の減少、経済の動向に伴い変
動するものの、ほぼ達成すると考える。
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旧アルファビゼンを活用しての再生事業

この施策に費やした資源（単位：千円，人）
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(総合計画の施策部
分から、実施する施
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調査対象でない
施策の場合は、
市民の反応等

H19調査年度

調査結果に対するコメ
ント、市民の反応等

重要度（%）

満足度（%）

市の中心市街地である片上商店街については、アルファびぜんの閉鎖以来衰退が著しく、閉店や空き店
舗が目立つ状態になっている。こうしたことから、商業施設の充実を求める意見が非常に多く、市内全
域においても、商業の活性化を求める声が多い。市民皆様に直結した問題であることから、関係機関と
連携を図りながら、改善に努めたい。

魅力的な商店街の創出

まほろばウォーク事業
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商工観光課長

横山雅一

64-1832　内線　271

もてなしの心とたくましさのあるまちづくり

作
成
者

役職コード

04-02-02

2 特に片上商店街は衰退しており、旧アルファビゼン
再生に期待しているが、達成は難しい。

判断理由

氏名

電話

起業と創造が支えるまちづくり

市内商業者の活力を養うことは、地域住民が集い活力ある町となる。また、東備地域の拠点都市としての
発展を図り、市民生活を豊かにしていくことを目的とする。

商店の体質の強化

顧客ニーズの多様化や後継者不足、さらには郊外型大型店の進出による商業域の分散や競争の激化が大き
な要因と考えられます。特に、消費者の自家用車利用が定着したため、駐車場不足とアクセス道路の円滑
性に欠ける従来型の商店街は、来客頻度が低下しており、これが商店街組織活動の低下につながっていま
す。こうしたことから、地域の商店街は衰退が著しく、閉店や空き店舗が目立ち地域社会の形成にも悪影
響を及ぼしています。
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予算配分方針コメント
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3

経営戦略会議決定事項

指標の説明

各イベントの集客数の計
目標値を変更した

ベンチ
マーク

商工会議所、商工会で
受けた経営相談回数

商業統計調査の商店数

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要
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備前市総合計画の内容から記載する

⑤　施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）

⑥　施策構成事務事業の評価

⑧　施策の評価

⑦　⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業

④市民意識調査による施策の重要度・満足度


